
巻 末 資 料

資料 1

「第八次やまぐち高齢者プラン」 (素案) に対する意見募集の結果概要

! 意見募集の実施
(1) 募 集 期 間

令 和 5 (2023) 年 12月 18 日 (月 ) か ら令 和 6 (2024) 年 1月 17 日 (水 ) ま で

(2) プ ラ ン (素 案 ) の 閲 覧 方 法

① 県 ホ ー ムペ ー ジ

② 文 書 閲 覧

県 庁 情 報 公 開 セ ン ター 、各 地 方 県 民 相 談 室 及 び 山 口地 方 県 民 相 談 室 防府 市 駐 在 、

各 健 康 福 祉 セ ン ター 、 山 口県 健 康 福 祉 部 長 寿 社 会 課

(3) 意 見 の提 出方 法

郵 送 、 F A X 、 電 子 メー ル

2 提出いただいた御意見
2 件 の御 意 見 が あ り、 そ の 内容 は次 の とお りで した。

内 容 件 数

認 知 症 施 策 の推 進 に 関す る もの 1

介 護 現 場 の生 産 性 の 向 上 の推 進 に 関す る もの 1

計 2
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資料 2

山口県高齢者保健福祉推進会議設置要綱

( 目 的)

第 1 条 高齢者保 健 福祉 施 策 の総合 的 かつ計画 的 な推 進 につ い て、広 く県 民 の意 見 を反 映

させ るた め、山 口県 高齢者保 健福 祉 推進 会議 (以 下 「推 進 会議 」 とい う。) を設 置す る。

(所 掌事務 )

第 2 条 推 進 会議 は、次 に掲 げ る事項 を審議 す る。

( 1 ) 介護保 険事 業支援 計画及 び老人福祉 計画 (以 下 「計画 」 とい う。 ) の策 定 に関す る

こ と

( 2 ) 計 画 に基 づ < 高齢者 保健 福祉 施 策 の総合 的 な推 進 に関す る こ と

( 3 ) 介護保 険施設 等 の指 定及 び許 可並 び に これ らの取消 しに関す る こ と

( 4 ) そ の他 高齢者保 健福祉 施策 の推 進 に関す る こ と

(組 織 )

第 3 条 推 進 会議 は、委員 2 0 人以 内で組 織 す る。

2 委員 は、学識 経 験 を有す る者 、保健 医療福祉 関係 団体 等 関係 者 、サ ー ビス利 用 関係 者 、

行 政 関係 者 等 の うちか ら知 事 が委 嘱 し、又 は任 命す る。

(会 長 )

第 4 条 推 進 会議 に会長 を置 き、委員 の互選 に よ りこれ を定 め る。

2 会長 に事故 が あ る ときは、 あ らか じめ会長 が指名 した委員 が会長 の職 務 を代理 す る。

(運 営 )

第 5 条 推 進 会議 は、会長 が招集 す る。

2 推 進 会議 の議 長 は、会長 を もって充 て る。

3 推進 会議 は、必 要 に応 じて、参考 人 の 出席 を求 めてそ の意 見 を求 め る こ とがで き る。

(任 期 )

第 6 条 委員 の任 期 は、 3 年 とす る。 ただ し、補 欠 の委員 の任 期 は、前任 者 の残任 期 間 と

す る。

2 委員 は、再任 され る こ とがで き る。

(部 会 )

第 7 条 時代 の要請 に応 じた重 点 的 な課題 に対応 す るた め、推進 会議 に委 員 を もって構 成

す る部会 を置 くこ とがで き る。

2 部 会 の運 営 につ いて必 要 な事項 は、別 に定 め る。

(庶 務 )

第 8 条 推 進 会議 の庶 務 は、健 康福祉 部長 寿社 会課 にお いて処理 す る。

(そ の他 )

第 9 条 この要綱 に定 め る もの の ほか、推 進 会議 の運 営 そ の他 必要 な事項 は、会長 が定 め

る。
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資料 3

山口県高齢者保健福祉推進会議委員

(任 期 : 令 和 5 (2023) 年 7 月 1 日～令 和 8 (2026) 年 6 月 30 日)

〇 : 会 長

区分 所 属 等 氏 名

学 識 経 験 者

山 口県 立 大 学 教 授 〇横 山 正 博

山 口大 学 大 学 院 医学 系 研 究 科 教 授 田 a 岡u

山 口大 学 大 学 院 医学 系 研 究 科 教 授 永 田 千 鶴

サ ー ビス利 用

関係 者

山 口市 介 護 者 の会 会 長 来 栖 和 子

山 口県認 知 症 を支 え る会 連 合 会 会 長 山 下 悦 子

山 口県 女 性 団 体 連 絡 協 議 会 副 会 長 岩 田 優 美

一 般 財 団 法 人 山 口県 老 人 ク ラブ連 合 会 会 長 平 田 武

保 健 • 医療 •

福 祉 関係 団 体

等 関係 者

一 般 社 団 法 人 山 口県 医 師 会 専 務 理 事 伊 藤 真 ー

一 般 社 団 法 人 山 口県 病 院 協 会 常任 理 事 高 橋 幹 治

公 益 社 団 法 人 山 口県 歯 科 医 師 会 理 事 戸 井 正 樹

公 益 社 団 法 人 山 口県 看 護 協 会 専務 理 事 酒 井 恵 子

社 会 福 祉 法 人 山 口県 社 会 福 祉 協 議 会 専 務 理 事 小 野 嘉 孝

山 口県 訪 問介 護 事 業 所 連 絡 協 議 会 代 表 永 田 英 一

一 般 社 団 法 人 山 口県 介 護 支 援 専 門員 協 会 会 長 佐 々 木 啓 太

山 口県 老 人 福 祉 施 設 協 議 会 会 長 内 田 芳 明

山 口県 老 人 保 健 施 設 協 議 会 会 長 穎 原 健

山 口県地域包括 • 在宅介護支援セ ンター協議会副会長 福 永 健 .̶

山 口県 リハ ビ リテー シ ョン専 門職 団体協議会副会長 矢 木 田 早 苗

行 政 関 係 者 和 木 町保 健 福 祉 課 課 長 鳥 枝  靖

公 募 委 員 公 募 委 員 新 脇 誠 一
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資料 4

計 画 の 策 定 経 過

令 和 5 年

(2023)

5 月 9 日 高齢 者 対 策 推 進 本 部 幹 事 会 ワー キ ン グ グル ー プ会 議

8 月 3 日 市 町 高 齢 者 福 祉 担 当係 長 会 議

� 第 9 期 介 護 保 険 事 業 計 画 等

8 月 24 日 第 1 回 高 齢 者 保 健 福 祉 推 進 会 議

� 計 画 骨 子 案 等

10月 2 日

～13 日

第 1 回 圏域 別 連 絡 会 議

� サ ー ビス 見 込 量 、 圏域 毎 の施 設 整 備 量 の調 整 等

11月 24 日 第 2 回 高 齢 者 保 健 福 祉 推 進 会 議

� 計 画 素 案

12月 ? 日

～13 日

第 2 回 圏域 別 連 絡 会 議

� サ ー ビス 見 込 量 、 圏域 毎 の施 設 整 備 量 の調 整 等

12月 18 日

～ 1 月 17 日

計 画 素 案 に対 す るパ ブ リ ック • コ メ ン ト

令 和 6 年

(2024)

2 月 15 日 第 3 回 高 齢 者 保 健 福 祉 推 進 会 議

� 計 画 案
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資料 5
数 値 目 標 見

施 策 番号 指 標 現状値 目標 値 ( R 8 )

地域包 括 ケア
シ ス テ ム の

基盤 強化

1
地域 包括 支援 セ ン ター運 営協議 会 にお け るセ ンター の
評 価 結果 を基 に改 善 に取 り組 む 市 町数

12市 町 (R4) 19市 町

2 地域連携 リハ ビリ専門職 (PT - 0T - ST) の養成人数 (累計) 49 人 (R4) 245人

自立支援 、介
護 予 防 ・重 度

化 防止 の推進

3 デ マ ン ド型乗 合 タ クシー等 導入数 (累計) 62箇所 (R4) 75箇所

4
要支援 • 要介護認 定者 千人 当た り居 宅 • 地域密 着型
サー ビス事 業所数

19. 8箇所 (R3) 21. 2箇所

5 健 康 寿命 ( 日常生活 に制 限 の ない期 間 の平均 )
男性 ?3. 31年 (R1)

女性 75. 33年 (R1)
延 伸 させ る

6 通 い の場 へ の参加 率 5. 3% (R3) 8. 0% 以 上

7 通所 リハ ビ リテー シ ョンの定員 総数 4, 240人 (R4) 4, 469人

8
介護 予 防等 の推進 の取組 が充実 してい る市 町数

(国の評価指標 (市町村分) の得点が全国平均を上回った市町数)
8 市 町 (R5) 10市 町

9
市 町へ の支援 に対す る充 実度

(国 の評価 指標 (都 道府 県分 ) の得 点率)

63. 0%(R5)

全 国平均 78. 9%
全国平均を上回る

10
成年 後 見制度利 用促 進 法 に基 づ く市 町計画 を策 定 して

い る市 町数
17市 町 (R4) 19市 町

介護 保 険制度
運 営 の適 正化

11 ケア プ ラ ンの重 点 点検 を実施 して い る市 町数 6 市 町 (R5) 19市 町

在 宅 医 療 ・

介 護 連 携 の
推 進

12 訪 問診療 を行 う病 院 • 診 療所 数 300箇所 (R5) 310箇所

13 在 宅療養 支援 病 院 • 診 療所 数 167 箇所 (R5) 174箇所

14 在 宅療養 後方 支援 病 院数 15箇所 (R5) 増加 させ る

15 在 宅療養 支援 歯 科診 療 所数 116 箇所 (R5) 増加 させ る

16 訪 問歯科診 療 を行 う歯 科診 療 所数 299箇所 (R2) 増加 させ る

17 保 険薬局 に 占める訪 問薬剤管理指導がで きる薬局の割合 96. 8%(R5) 増加 させ る

18
訪 問 リハ ビ リテー シ ョンを実施 してい る訪 問 リハ ビ リ
テ ー シ ョン事 業所数

98箇所 (R3) 増加 させ る

19 訪 問栄養 食 事指 導 を実施 してい る病 院 • 診療 所数 10箇所 (R3) 増加 させ る

20 訪 問看護 ステー シ ョン数 161箇所 (R5) 172箇所

21
緊急 時 に対応 で き る24時 間体 制 の届 出 を行 って い る

訪 問看 護 ステ ー シ ョン数
148 箇所 (R5) 増加 させ る

22 定期 巡 回 • 随時対応 型訪 問介護 看護 の事 業所数 20箇所 (R5) 23箇所

認 知症 施 策 の
推 進

23 認 知症 サ ポー ター養 成 数 (累計) 156, 307人 (R4) 187, 100人

24
認 知症 の人本 人 の発 信 支援 や施策 の企 画等 へ の参 画 に

取 り組 む 市 町数
11市町 (R4) 19市 町

25 認 知症 サ ポー ト医養成 数 (累計) 212人 (R4) 288人

26 かか りつ け医認 知症対応 力 向上研 修修 了者 数 (累計 ) 1, 252人 (R4) 1, 544人

27 認 知症 カ フェの設 置数 110 箇所 (R4) 142箇所

28 チー ムオ レンジ を設 置 してい る市 町数 6 市 町 (R4) 19市 町
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施 策 番号 指 標 現状値 目標 値 ( R 8 )

人材 の確保 及

び介護 現場 の
生産性 の 向上

の推進

29 県福祉 人材 セ ンター の有効 求職 登録者 数 (月 平均 ) 339人 (R4) 360人

30 介護 支援 専 門員 登録者 数 (累計) 9, 933人 (R4) 10, 500人

31 介護 員養 成研 修 修 了者数 (累計) 7, 215人 (R4) 9, 150 人

32 医療 的 ケア を実施 で き る介護職 員 等 の認 定件数 (累計) 4, 648件 (R4) 5, 292件

33 介護 ロボ ッ トの導入 を支援 した施設数 (累計) 104 施 設 (R4) 200施設

34 I C T の導入 を支援 した施設 数 (累計) 277施設 (R4) 600施 設

社 会 参 画 の
促 進

35
地域 の支援 ニー ズ とのマ ッチ ング会議 へ の参加 老人

クラブ数 (累計)
85クラブ (R4) 300ク ラブ

就 労 に向 けた

支援
36 65歳 か ら69歳 まで の働 く男女 の割 合 51. 0% (R4) 58. 0%
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用 語 解 説

【あ】〇あいかさね っと (や まぐち社会貢献活動支援ネ ツ ト)
ボランテ ィアを したい個人 • 団体 ・事業者 (企業) とボランテ ィアを してほ しい団体 を

つな ぐイ ンターネ ッ ト上のマ ッチ ングサイ ト。

〇アウ トリーチ
英語 で手 を伸 ばす ・手 を差 し伸べ る とい うことを意味 し、社会福祉 の実施機 関が、潜在

的なサー ビス利用希望者 に手 を差 し伸べ、利用 を実現 させ るよ う働 きかける取組。

【い】〇医療 ・介護情報基盤
医療 ・介護 間の連携 を強化 しつつ、多様 な主体が協 同 して高齢者 を地域で支 えてい く地

域包括 ケアシステムを深化 ・推進す るため、 自治体 ・利用者 • 介護事業所 • 医療機 関等が
介護情報等 を電子的に閲覧できる情報基盤 の こと。

〇医療情報 との突合
医療 と介護 の重複請求の排 除等 を図るため、医療担 当部署等 と連携 を図 りつつ、受給者

(利 用者) の後期高齢者 医療や 国民健康保険の入院情報 と介護保険の給付状況 を突合 し、
給付 日数や提供 されたサー ビスの整合性 の点検 を行 うこと。

〇医療制度改革
急速 な高齢化等、医療制度 を取 り巻 く環境 の変化 に対応 し、制度 を持続可能 な ものへ と

再構築 してい くために行 われた構造的な改革。平成 18 (2006) 年 6 月 に関連法案 が成立。

［え］〇栄養改筈

生活機能や免疫機能の維持 ・向上のためには適正なたんぱ く質やエネル ギー を摂取す る
ことが大切 であ り、介護予防の観 点か ら低栄養状態 の予防や栄養 の改善 を図 るもの。

〇エルダー ・メ ンター制度
エル ダー制度 とは、先輩職員 が教育係 にな り、新人職員 と2 人 1 組 となって、実務 的な

指導や職場生活上の相談 を担 う制度。 メンター制度 とは、知識や経験の豊かな先輩職員 が
新人職員 の相談役 とな り、新人職員 の精神 的なサポー トをす る制度。

【お】〇往診
患者 ・家族等の求 めに応 じて、患家 に赴 いて行 う緊急性 の高い診療 の こと。

［か］〇介護員養成«刑多
菩 問介護員 (ホームヘルパー) な どの介護職員 が、その業務 に必要な知識 ・技術等 を修

得す るための研修。介護職員初任者研修 と生活援助従事者研修 がある。

〇介護支援専門員 ( ケアマネジャー)
介護保険制度 において、サー ビス計画 (ケアプラン) の作成 ・管理 をは じめ、サー ビス

事業者や介護施設等 との連絡調整 な どの介護 支援サー ビスを行 う専門職。

〇介護職員処遇改善加算
キャ リアパス (職位 ・職責 ・職務 内容 に応 じた任用要件 と賃金 体系、資質 向上のための

計画、経験 ・資格等 に応 じた昇給 な ど) の整備や職場環境改善 を行 う事業所 に対 して、介
護職員 の賃金改善のために介護報酬 を加算す る制度。
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〇介護職員初任者研修
介護福祉 士以外の者 が、訪 問介護 • 介護予防訪 問介護 • 夜 間対応型訪 問介護 の業務 に従

事す るための研修。平成25 (2013) 年 4 月か ら訪問介護員養成研修 2 級課程 が介護職員初任
者研修へ移行。

〇介護職員等 による医療的ケア
日客痰吸引その他 の 日常生活 を営むのに必要な行為であって、医師の指示 の下に行 われ る

医行為。［客痰吸引 ( 口腔 内、鼻腔 内、気管カニュー レ内部) 及び経管栄養 ( 胃ろ う、腸 ろ
う、経鼻) を指す。

〇介護助手
福祉 ・介護事業所 な どで、部屋 の掃 除や シー ツ交換、下膳 、利用者 の話 し相手 な ど、福

祉 ・介護 の補助業務 を行 う者。

〇介護給付適正化 システム
国民健康保険団体連合会が運営す るシステムで、介護 給付の状況 について、給付実績デー

タ等か ら、不適正 ・不正 な可能性 がある利用者や事業所 を抽 出 し、サー ビスの改善 • 不正

の摘発 に活用す ることで、改善適正化 を推進す ることが可能 なシステ ム。

〇介護福祉士
社会福祉 士及び介護福祉 士法 に規定 され る国家資格。介護 に関す る専門的知識 ・技術 を

持 って、施設 の介護職員や訪 問介護員 (ホームヘ ルパー) として、介護業務及び介護 に関
す る指導等 を行 う者。

〇介護福祉士修学資金貸付制度
介護福祉 士養成施設 の入学者 に対 して、月々の修学資金 をは じめ、入学時、就職 時の準

備金及び国家試験受験対策費用 な どの資金 の貸付 を行 う制度。 県内の社会福祉施設等 にー
定期 間勤務 した場合 には、返還金が免 除。

〇介護保険財政安定化基金
介護保 険法 に基づ き、介護保 険財政 の安定化 に資す るため、保 険者 (市町) の見込 を上

回る過大な給付費が発生す る場合 に備 えて、国、県、市町で財源 を負担 し、不足す る資金
の交付 ・貸付 を行 うための準備基金。

〇介護離職
高齢 の親や家族等 を介護す る必要が生 じた ことによ り、今 の仕事 を辞 め ざるをえな くな

ること。

〇介護 ロボ ッ ト
情報 をセ ンサーな どで感知 し、知能 ・制御 系の機能 で判断 し、駆動系の部 品で動作す る

とい う、 3 つ の要素技術 を有す る、知能化 した機械 システムで利 用者 の 自立支援や、介護
者 の負担 の軽減 に役立つ介護機器 (装着型パ ワーアシス ト、見守 りセ ンサー等) 。

〇かか りつ け医
主 に地域 の診療所 において、 日常生活 にお ける健康の相談、比較的軽度 な病気や慢性 的

な病気 の治療、病院紹介 な どを行 う医師。

〇かか りつ け歯科 医
継続 的に歯 ・ 口腔 に関す る医療、歯科検診等の保健事業、 口腔機能 の向上等 の福祉 サー

ビスを提供 し、地域 に密着 した役割 を果 たす歯科 医師。
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〇かか りつけ薬剤師 ・薬局
患者 の服薬情報 を一元的 • 継続的に把握 し、医療機 関等 と連携す ることによ り、重複投

薬 の防止 、副作用の早期発見や残薬 の解 消等 を行 う薬剤師 • 薬局。

〇活動推進 リーダ―
老人 クラブ等 において、 日常生活支援 の担い手の中心 となる、 リー ダー養成研修 を修 了

した者。

【き】〇キ ャラバ ン ・ メイ ト
キャラバ ン ・ メイ ト養成研修 を受講 し、全国キャラバ ン • メイ ト協議会 に登録 され た、

認知症サポー ター養成講座 の講師。

〇キ ャ リア教育
一人ひ と りの社会的 • 職業的 自立に向け、必要な基盤 となる能力や態度 を育て ることを

通 して、社会 の中で 自分 の役割 を果た しなが ら、 自分 らしい生 き方 を実現 してい くことを
促す教育。

〇居住支援協議会
住宅セー フテ ィネ ッ ト制度 において、住宅確保要配慮者 の民間賃貸住宅への円滑な入居

を促進す るこ とを 目的に、地方公共団体、不動産 関係 団体、県社会福祉協議会等 で組織 さ

れた協議体。

〇居宅サー ビス計画 (ケアプラン)
居宅の要介護者 が、個 々のニーズに即 した介護 サー ビスを適切 に受 け られ るよ う、利用

す るサー ビスの種類や 内容 な どを定めた計画。

【け】〇ケアプランの点検
受給者 (利用者) が真 に必要 とす るサー ビスを確保す る とともに、その状態 に適合 して

いないサー ビス提供 を改善す るため、介護支援専門員 が作成 したケアプ ランの内容 につい

て、事業者 に資料提供 を求め又は訪 問調査 を行 い、市町職員等 の第三者 が点検及び支援 を
行 うこと。

〇ケアマネタイム
医師が介護 支援専門員 (ケアマネ ジャー) と相談 を行 う時間帯 (ケアマネ タイム) を設

定 し、医師 と介護支援専門員等 との連携 強化を図 るもの。

〇軽費老人ホーム ( ケアハウス、 A 型)
身体機能 の低 下等 によ り自立 した 日常生活 を営む ことが困難 で家庭 の援助 を受 けること

が困難 な60歳以上の者 を対象 に、食事 の提供等、 日常生活上必要なサー ビスを低額 な料金
で提供す る老人福祉施設。平成20(2008) 年 6 月 に施設種別が統一 化 され 、A 型 は経過 的施
設 となった。

〇県健康福祉祭 (ねん りん ピック山口)
高齢者 の生 きがいづ く りや健康づ くり、社会貢献活動への参加 を促進 し、高齢者 が活躍

できる地域社会 の実現 に資す ることを 目的 として、平成 2 (1990) 年度 か ら開催 してい る高
齢者 のスポー ツ • 文化の祭典 (県版ねん りん ピック) 。

〇健康サポー ト薬局
「かか りつ け薬剤師 ・薬局の基本 的な機 能 を有 し、地域住民に よる主体的な健康 の維持 ・

増進 を積極的 に支援す る (健康サポー ト) 薬局」の こ とで患者や住民か ら、薬や健康 に関
す る様 々な相談 に対応。
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〇健康や まぐちサポー トステーシ ョン
県が運営 してい る健康づ く りに関す るホー ムペー ジ。イベ ン ト、 ウォー キングコース、

ライ フステー ジに応 じた健康づ く りの情報や取 り組み、調査結果 な ど多彩 な情報 を提供。

〇言語聴覚士 ( S T )
言語聴 覚士法 に規定 され る国家資格。音声機能や言語機能、聴覚 に障害がある者 につい

て、その機能 の維持 ・向上 を図 るため、言語訓練や必要な検査 、援助等 を行 う者。

〇権利擁護
自己の権利や援助 のニーズを表 明す ることが困難 な人たちの権利 を守 るために、権利 の

行使や回復等 を支援す ること (支援す る活動) 。

に 】〇 口腔機能の向上

ロの機能 には、 「かみ砕 く (咀嚼) • 飲 み込む (嚥下) J 「言葉 を発す る (発音) J な
ど様 々な役割 があ り、 口腔機能の向上 によ り、食べ る楽 しみ、誤嚥性肺炎 の予防、Q O L
向上な どを図 るもの。

〇合計特殊出生率
その年次の15歳か ら49歳 までの年齢別 出生率 を合計 した もので、一人 の女性 が仮 にその

年次の年齢別 出生率で一生の間に生む と仮定 した ときの子 どもの数 に相 当す る。

〇行動 ・心理症状 ( B P S D )
認知症 に伴 う徘徊や妄想 • 攻撃的行動 • 不潔行為 ・異食 な ど、記憶障害 ・見 当識 障害 ・

判 断力 の障害 • 実行機 能 障害 な どの 「中核症状」 に伴 って現れ る精神 • 行動面 の症状。
Behavi or al  and Psychol ogi cal  Sympt oms of  Dement i aの略。

〇個室 ユニ ッ ト型施設
入居者 をi o人程度 の小集 団に分 け、各個室 に隣接 した共 同生活室 を中心 とした場所 (ユ

ニ ッ ト) ごとに 日常生活 が営 まれ支援 が行 われ る施設形態。 居宅 に近い居住環境 の下で、
日常生活 と介護 の単位 を一致 させ たケアが行 われ る。

0 子育てサポーター
高齢者や子育て経験者等 で、地域 の子育て支援活動 に興味 ・意欲 があ り、研修等で子育

て支援活動 に必要な基礎知識 を習得 し、 「や ま ぐち子育てサポー ターバ ンク」 に登録 した

者。

〇 コミュニテ ィ • スクール
学校運営協議会 が設置 されてい る学校 の こと。学校 の課題解決 に向けて保護者や地域住

民が学校運営 に参画 し、学校 ・家庭 ・地域 が連携 • 協働 しなが ら子 どもたちの豊かな学び
や成長 を支 えてい く取組 が行 われてい る。

【さ】〇在宅介護支援 セ ンター
高齢者や家族等 か らの相談 に応 じ、各種 の保健福祉 サー ビスが総合的に受 け られ るよ う、

市町、関係機 関やサー ビス提供事業所等 との連絡調整 な どを行 う相談機 関。

〇災害派遣福祉チーム ( DW A T )
大規模 災害時に、一般避難所等 において災害時要配慮者 (高齢者や障害者 、子 ども等)

に適切 な福祉支援 を行い、生活機能 の低下や要介護度 の重度化 といった二次被害の防止 を
図 ることを 目的 とす る、福祉 専門職等で構成す るチーム。
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〇在宅 医療 の圏域
急変時の対応 体制や 医療 と介護 の連携 体制の構築が図 られ るよ う、在宅医療 に必要な連

携 を担 う拠点及び在宅 医療 において積極的役割 を担 う医療機 関の配置状況、在宅医療 ・介
護連携 の取組 の実施状況等 を踏 まえ、 「第 8 次 山 口県保健 医療計画」において設定す る圏

域。

〇在宅 医療 に必要 な連携 を担 う拠点
地域 の実情 に応 じて、関係者 による会議 の定期的な開催、多職種 に よる情報共有の促進 、

在宅 医療 に関す る地域住民への普及啓発等の在宅医療 に係 る取組 を実施す ることとして、
「第 8 次 山 口県保健 医療計画」 において位置付 ける機 関 • 団体等。

〇在宅 医療 において積極的役割 を担 う医療機関
地域 の実情 に応 じて、夜間や 医師不在時、患者 の病状 の急変時 にお ける診療 の支援 、患

者 の病状 が急変 した際の受入れ等 を行 うこととして、 「第 8 次 山 口県保健 医療計画」 にお
いて位置付 ける医療機 関。

〇在宅療養後方支援病院
在宅 医療 を提供す る医療機 関 と連携 し、あ らか じめ緊急 時の入院希望 を届 け出てい る患

者 の急変時等 に24時間体制で対応 し、必要があれ ば入院 を受 け入れ る病院。

〇在宅療養支援歯科診療所
高齢者 の在宅又 は社会福祉施設等 にお ける療養 を歯科 医療面か ら支援す る歯科診療所。

〇在宅療養支援病院 • 診療所
地域 において在宅 医療 を支 える24時間の窓 口として、他 の病院、診療所等 と連携 を図 り

つつ、24時間体制で往診や訪 問看護等 を提供す る病院 • 診療所。

〇作業療法士 ( 0 T )
理学療法士及び作業療法士法 に規定 され る国家資格。 医師の指示 の下に、身体又 は精神

に障害のある者 に対 し、主 としてその応用的動作能力又は社会適応能力の回復 を図 るため、
手芸、工作その他 の作業 を指導す る専門医療従事者。

〇サー ビス付 き高齢者 向け住宅
バ リアフ リー構造等 を有 し、少 な くとも安否確認 サー ビス と生活相談サー ビス を提供す

る 「サー ビス付 き高齢者 向け住宅」 として登録 された住宅。

【し］〇社会福祉士
社会福祉 士及び介護福祉士法 に規定 され る国家資格。福祉 に関す る専門的知識 ・技術 を

持 って、社会福祉施設や地域 包括支援セ ンター、福祉 の相談機 関等 において、相談や助言 •
指導等 を行 う者。

〇若年性認知症
65歳未満 で発症 した認知症。

〇若年性認知症 コールセ ンター
若年性認知症 の総合相談窓 口として、国が認知症介護研 究 • 研修大府セ ンター に設置。

若年性認知症 に関す る疑問、悩み等 について回答 し、相談者 の地域 の支援機 関につな ぐ相
談機 関。

〇若年性認知症支援 コーデ ィネーター
若年性認知症 の人や家族等か らの相談及び若年性認知症 の人やその家族等の支援 に携 わ
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る者 のネ ッ トワー クを調整す る者。

〇重層的な見守 り体制
ひ と り暮 らしの高齢者等 に対 し、行政や住民、民生委員 • 児童委員、事業者等の多様 な

主体 が協働 して、 日常的な見守 りや声か け、生活援助等 を行 う仕組み。

〇住宅改修等の点検
受給者 (利用者) の状態 にそ ぐわない不適切又 は不要 な住宅改修や福祉用具購入 ・貸与

を排 除す るた め、保 険者 (市町) が訪 問調査等 を行い住宅改修 の施工状況の点検及び福祉
用具の必要性や利用状況等の点検 を行 うこと。

〇住宅確保要配慮者
低額所得者 、被 災者 、高齢者 、障害のある人等、住宅 の確保 に特 に配慮 を要す る者。

〇集落営農・法人

'1 か ら数集落 を単位 に、関係農家 の農地利用 の合意形成 の下、集落 内農地の相 当面積 を
集積 し、集落内の相 当数 の農家が参加 して効率的な営農 を実践す る法人。

〇縦覧点検
介護報酬 の請求内容 の誤 り等 を早期 に発 見す るため、受給者 (利用者) ごとに複数月 に

またが る支払状況 を確認 し、提供 され たサー ビスの整合性 、算定回数 • 日数等の点検 を行

うこと。

〇就労的活動支援 コーデ ィネーター
就労的活動 の場 を提供で きる民間企業 ・団体等 と就労的活動の取組 を実施 したい事業者

等 とをマ ッチ ング し、高齢者個人 の特性や希望 に合 った活動 をコーデ ィネー トす る役割 を
担 う者。

〇主任介達支援専 門員
介護支援専門員 の業務 に関 し十分 な知識 と経験 を有す る介護支援専門員 で、他 の保健 医

療サー ビス又は福^ :サー ビスを提供す る者 との連絡調整、他の介護支援専門員 に対す る助

言、指導その他 の介護支援サー ビスを適切 かつ 円滑 に提供す るために必要な知識及び技術
を修得す ることを 目的 とした主任介護支援専門員研修 を修 了 した者。

地域 包括支援セ ンターにおいては、担 当区域 の第 1 号被保険者数 に応 じて配置 が必要。

〇生涯学習情報提供 システム 「かがやきネ ツ トやまぐち」
市町や 団体等 が登録 した生涯学習講座や学習 コンテ ンツ ( ビデオ学習等) 、生涯学習成

果 の発表 の場 としてのネ ッ トギャラ リー、生涯学習関係サイ ト等の情報 をイ ンターネ ッ ト
上で提供す るシステム。

〇生涯現役社会づ くりポータルサイ ト
従 来の 「生涯現役推進セ ンター」、 「生涯現役社会産学公推進協議会」、 「や まぐち生

涯現役社会づ く りミュー ジアム」 を統合 して平成29(2017) 年 2 月 に開設 され た、生涯現役

社会実践活動 の発信 • 交流のためのホー ムペー ジ。

〇シルバー人材セ ンター
高年齢者 にふ さわ しい仕事 を家庭、企業、公共団体等か ら引き受 け会員 に提供 してい る

高年齢者 の雇用就業対策 の重要な柱 の一っ として位置付 け られてい る公益的 ・公共的な団

体 (一定規模以下の任意団体 は ミニ シルバー人材セ ンター) 。
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〇人生会議 ( A C P ：ア ドバ ンス ・ケア • プランニ ング)
自らの希望す る医療や ケアを受 け られ るよ う、患者や家族等が、人生の最終段階におい

て どの よ うな医療 • ケアを望むか 日頃か ら話 し合い、共有す る取組。

【せ】〇生活援助従事者研修
生活援助 中心型 のサー ビスに従事す る者 の裾 野 を広 げる とともに、担い手の質 を確保 で

きるよ うにす るため、生活援助 中心型 のサー ビスに従事す る者 に必要 な知識等 を取得す る
ことを 目的 として実施す る研修。

〇生活支援 コーデ ィネーター
地域 において、生活支援 の担 い手の養成やサー ビスの開発、関係者 のネ ッ トワー ク化な

どを行 う、生活支援や介護予防サー ビスの体制の構築 に向けた コーデ ィネー トの役割 を果
たす者。

〇生活支援サー ビス
地域住民の 日常生活 を支 えるために必要な買い物支援や配食サー ビス、見守 り • 安否確

認 、身近な生活交通の確保 な ど各種サー ビス。

〇生活支援ハウス
高齢者 に対 して、介護支援機能 、居住機能及び地域住民 との交流機能等 を提供す る施設。

多 くの場合、通所介護事業所 の居住部 門 として整備 されている。

〇精神保健福祉士
精神保健福祉士法 に規定 され る国家資格。精神 障害者 の保健 、福祉 に関す る専門的知識 ・

技術 を持 って、精神 障害者の社会復帰 に関す る相談援助等 を行 う者。

〇成年後見制度
認知症、知的障害、精神 障害 な どの理 由で判断能力が不十分 な方々について、家庭裁判

所が選任 した成年後見人等 が、財産管理や 日常生活上の契約等 を行 うことによ り、本人 を

法的に支援す る制度。

〇全 国健康福祉祭 (ねん りん ピック)
60歳以上の高齢者 を中心 とす るスポー ツ、文化、福祉 の総合的な祭典。厚生省 (現 ・厚

生労働省) の創立50周年 を記念 して、昭和63(1988) 年 の第 1 回ひ ょ うご大会以来 、毎年、

都道府県の持 ち回 りで開催。

【た】〇団塊の世代
戦後 間 もない昭和22(1947) 年 か ら昭和24(1949) 年 までの、いわゆる第一次ベ ビーブーム

時代 の 3 年 間に生まれた世代。

0 団塊 ジュニア世代
団塊 の世代 の子供が多い とされ る昭和46(1971) 年 か ら昭和49(1974) 年 までの、いわゆる

第二次ベ ビーブーム時代の 3 年間に生 まれた世代。

【ち］〇地域 医療介護連携情報 システム
地域 の医療機 関や介護事業者等が情報通信技術 を利用 して患者情報 を共有 し、 よ り質の

高い医療 • 介護 を提供す るためのネ ッ トワー クシステ ム。

〇地域協育ネ ッ ト
概ね 中学校 区を一つの単位 として、学校 関係者や保護者 、地域 の社会教育団体、専門機

関等 とのネ ッ トワー クを形成 し、地域 ぐるみで子 どもたちの育 ちや学び を支援す る仕組み。
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〇地域共生社会

制度 ・分野 ご との 「縦割 り」や 「支 え手」 「受 け手」 とい う関係 を超 えて、地域住民や
地域 の多様 な主体が参画 し、人 と人、人 と資源 が世代や分野 を超 えてつなが ることで、住
民一人ひ と りの暮 らしと生 きがい、地域 を共 に創 ってい く社会。

〇地域 ケア会議
高齢者個人 に対す る支援 の充実 と、それ を支 える社会基盤 の整備 とを同時に進 めてい く、

地域包括 ケアシステムの実現 に向けた手法。

〇地域包括 ケアシステム
重度 な要介護状態 となって も住み慣れ た地域 で 自分 らしい暮 らしを人生の最期 まで続 け

ることができるよ う、医療 ・介護 ・予防 • 住 まい • 生活支援 が一体的に提供 され る体制。

〇地域包括支援セ ンター
地域 の高齢者 の保健 医療 の向上 と福祉 の増進 を包括的に支援す ることを 目的 として各市

町に設置 され る施設。介護予防のマネ ジメン トや、高齢者等に対す る総合相談 • 支援、高
齢者 の権利擁護 な どの事業 を行 う。

〇チームオ レンジ
認知症サポー ター等で編成す るチームによる認知症 の人や家族 に対す る生活面の早期か

らの支援等 を行 う仕組み。

〇中小企業労働相談員
円滑 な労使 関係 を確立す るため、中小企業 を訪 問 し、労働施策や制度の P R 、労働 問題

一般 の相談 に応 じることがで きる専門知識 を有す る者。

【て】〇デマン ド型乗合 タクシー
利 用者 のニー ズに応 じて、電話予約や 区域運行 な ど、柔軟 な運行 を行 うタクシーに準 じ

た利便性 と、乗合 ・低料金 とい うバスに準 じた特徴 を兼ね備 えた移動サー ビス。

【に】〇 日常生活圏域
保 険者 (市町) が地域密着型 サー ビス等の提供体制 を計画的に整備す るため、地理的条

件、人 口等 を総合的に勘案 し、地域 の実情 に合 わせて設定す る身近 な生活圏域。

〇認知症 カフェ
認知症 の人や その家族 、地域 の人や専門職 な ど誰 もが気軽 に集 い、情報交換や交流がで

きる憩いの場。

〇認知症 ケアパス
認知症発症予防か ら人生の最終段階まで、認知症 の容態 に応 じ、相談先や、いつ、 どこ

で、 どの よ うな医療 • 介護 サー ビスを受 けれ ばいいのか、 これ らの流れ をあ らか じめ標準
的に示 した もの。

〇認知症月間
国民の間に広 く認知症 についての関心 と理解 を深 めるため、 「共生社会 の実現 を推進す

るための認知症基本法」において、9 月21日の認知症 の 日を含む 9 月 を認知症月間に設定。

〇認知症サポーター
市町や職場等で実施 されている認知症サポー ター養成講座 を受講 し、認知症 に対す る正

しい知識 を持 って、地域や職域で認知症 の人や家族 を手助 けす る者。
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〇認知症サポー ト医
認知症 の人の診療 に習熟 し、かか りつ け医等への助言その他 の支援 を行 い、専 門医療機

関や地域包括支援セ ンター等 との連携 の推進役 とな る医師。

〇認知症疾患医療 セ ンター
地域 の医療提供体制の中核 として認知症 の速や かな鑑別診断、診 断後 のフォ ロー、症状

増悪時の対応 、BPSDや身体合併症 に対す る急性期 医療 、BPSDやせん妄予防のための継続 し

た医療 ・ケア体制 を整備す る機 関。

〇認知症初期集 中支援チーム
複数 の専門家 が、認知症 が疑われ る人や認知症 の人及びその家族 を訪 問 し、観察 ・評価

を行 った上で、家族支援等の初期 の支援 を行 うチーム。

〇認知症地域支援推進員
市町に配置 し、地域 の支援機 関間の連携づ く りや認知症 ケアパ ス ・認知症 カフェ ・社会

参加活動 な どの地域支援体制づ くり、認知症 の人やその家族 を支援す る相談業務等 を実施
す る者。

〇認定調査員
要介護 (要支援) 認 定を申請 してい る被保 険者宅等 を訪 問 し、その心身 の状況や置かれ

てい る環境等 について調査 し、一次判定に必要 な調査票 と特記事項 の記入 を行 う面接調査
員 (市町職員 、市町が委託 した居宅介護 支援事業者等 に所属す る介護支援専門員 な ど) 。

〇認知症本人大使 「や まぐち希望大使 」
認知症 の人本人か らの発信 を通 して、広 く県民の理解促進 を図 り、認知症 があって もな

くて も同 じ社会 の一員 として共 に暮 らせ る地域づ く りを推進す るために、山 口県が委嘱 し
た認知症 の人。

【の】〇 ノンステ ツプバス
床面 を超低床構造 として乗 降ステ ップ をな くした、高齢者や障害者等 にも乗 り降 りが容

易なバス。

【は】〇パーソン ・セ ンター ド ・ケア
認知症 の人の人格 を尊重 し、医学的、身体的症状だ けを見 るのではな く、性格傾 向や生

活歴 、健康状態や個人の歴史等 を知 ってケアを行 うこ と。

〇働 き方改革
一人ひ とりの意思や能力、状況 に応 じた多様 で柔軟 な働 き方 を選択可能 とす る社会 を追

求す るため、 日本の企業文化、 日本人 の ライ フス タイル、働 くとい うことに対す る考 え方
その ものに手 を付 けてい く改革。

0 8 0 2 0 運動
80歳 になって も自分の歯 を20本以上保っ ことを 目標 とす る取組。

【ひ】〇 ピアサポー ト
ピア とは 「仲 間」、サポー トは 「支援す る」 ことを意味 し、専門家 によるサポー トとは

違 い、同 じ経験 を した仲間に よる仲 間への支援 とい う形 で行 われ る活動。
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O B C P (業務継続計画 )
新型 コロナ ウィルス等感染症や大地震 な どの災害発生時、業務 を中断 させ ない よ うに準

備す るとともに、中断 した場合で も優先業務 を実施す るため、あ らか じめ検討 した方策 を
計画書 としてま とめた もの。

【ふ】〇福祉人材 セ ンター
福祉 の仕事 を希望す る方 と、人材 の必要 な社会福祉施設等 をつ な ぐ 「福祉人材無料職業

紹介所」。

〇福祉のまちづ くり
高齢者や障害者 の方 な どの 日常生活や社会生活 を制 限す る様 々な障壁 を取 り除き、 自ら

の意思で 自由に行動で き、容易 に社会参加 がで きるだれ にもや さしい社会 を築いてい くこ

と。

〇福祉の輪づ くり運動
県下の社会福祉 協議会が中心 になって、住民や ボランテ ィアの参加 を得 る とともに、保

健 ・医療 • 福祉 関係 をは じめ とした様 々な機 関 ・団体 との連携 の下、地域 で浮かび上が っ
てい る困 りごとや心配 ごとを解決す るための仕組みづ く り。

〇ふれあい • いきいきサ ロン
ひ と り暮 らしの高齢者や家 に閉 じこも りがちな高齢者 な ど、寂 しさや不安 を持つ人 に地

域住 民 とのふれ あいや生 きがいの場 を提供す るため、住 民が主体 となって企画 し、自主的
な運営 を行 うサ ロン活動。

【ほ】〇放課後児童 クラブ
保護者 が就業 な どで昼間家庭 にいない小学生に、放課後 に適切 な遊びや生活 の場 を与 え

て、児童 の健全 な育成 を図 る施設 の こと。

〇訪 問栄養食事指導
在宅 において療養 を行 ってお り、通院が困難 な患者 に対 して、管理栄養士が訪 問 して行

う食事指導の こと。

〇訪問口腔衛生指導
訪 問診療 を行 った歯科 医師の指示 を受 けた歯科衛生士等が訪 問 して療養上必要 な指導 と

して患者又はその家族 に対 して、当該患者 の 口腔 内での清掃 (機械 的歯面清掃 を含む) 又
は有床義歯 の清掃 に係 る実地指導 を行 うこと。

〇訪 問介護員 (ホームヘルパー)

介護保険法施行令第 3 条第 1 項各号 に掲 げる研修課程 を修了 した者 で、要介護者等の家
庭 を訪 問 し、入浴 、排せつ、食事等 の介護 その他 の 日常生活上の世話 を行 う者。

〇訪問診療
在宅 において療養 を行 ってお り、通院が困難 な患者 に対 して、計画的 • 定期的に訪 問 し

て行 う診療 の こと。

〇訪 問薬剤管理指導
在宅 において療養 を行 ってお り、通院が困難 な患者 に対 して、薬剤 師が、医師の指示 に

基づ き、薬学的管理指導計画 を作成 の上、患者 の 自宅 な どを訪 問 して、薬歴管理や服薬指
導な どを行 うこ と。
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〇本人 ミーテ ィング
認知症 の人が集 い、本人同士が主になって、 自らの体験や希望、必要 としてい ることを

語 り合 い、 自分たちの これか らの よ りよい暮 らし、暮 らしやす い地域 のあ り方 を一緒 に話

し合 う場。

【や】〇や まぐち安心おでか け福祉 マ ップ
障害のある方や高齢者 、小 さい子 どもを連れ た方 な どが安心 して外 出できるよ う配慮 さ

れた施設 の情報 を掲載 したホームペー ジ。

〇や まぐちオ レンジ ドクター
地域 で暮 らす高齢者やその家族か らの もの忘れや認知症 に関す る相談等 に対応 できる医

師 として県の登録 を受 けた医師。

〇山口県健康エキスパー ト薬剤師

県民の健康維持 ・増進への取組 の支援及び受診 が必要 な県民 を早期 に医療 につ なげるた
め、地域 において学術的な知識 、経験 な どを活 か して、医療 ・健康 • 保健等か ら総合 的に

県民の支援 を行 う薬剤 師。

〇や まぐちPREMIUM オ レンジ ドクター
もの忘れや認知症 に関す る相談等 の対応 に加 え、オ レンジ ドクター による認知症診療へ

の支援 を行 うことがで きる、認知症 に関す るよ り専門的な知識 と技能 を有す る医師 として
県の登録 を受 けた医師。

〇山口き らめき財団
県民活動 の推進や男女共 同参画社会づ く り、地域文 化 の振興 に向けた事業 を総合 的 に

推進 す るた めに設 立 され た公益財 団法人。助成金 の交付 に よる活動 団体 の支援や普及啓
発 、交流 ・ネ ッ トワー クづ く り等 を行 ってい る。

〇や まぐち元気生活圏づ くり
集落の枠 を超 えた広 い範 囲 (小学校 区等) で、 日常生活 に必要な機能 ・サー ビスを拠点化

す る とともに、拠点 と集落の間をネ ッ トワー クで結ぶ ことによ り、集落機能や 日常生活 を
支 え合 える生活圏を形成 し、 コ ミュニテ ィ組織 による 自主的 • 主体的な取組 に よ り、地域

を維持 ・活性化す るための仕組みづ くり。

〇や まぐち健康応援 団
県民 を対象 に、食生活や運動 な ど健康づ く りの各分野で主体的な取組 を行 う事業所 ・団

体等 を登録す る制度。

〇や まぐち県民活動支援セ ンター
県内全域 のN P O活動やボ ランテ ィア活動等の県民活動 を支援す るため、県が設置 して

い る施設。県民活動 に関す る情報 の収集 • 提供や、相談 • 助言、各種研修等 を実施 してい
る。

〇や まぐち障害者等専用駐車場利用証制度
身障者 用駐車場の適正 な利用 を推進す るため、障害者や高齢者 、妊産婦等 で歩行 、乗降

が困難 な者 に県内共通の利用証 を交付 し、協力施設 の駐車スペー スを利用で きるよ うにす
る制度。

〇や まぐち働 きやすい介護職場宣言制度
介護人材 の確保 に向け、介護事業者 の人材育成 • 確保 の取組 を求職者等か ら 「見 える化」

し、事業者 の主体的な取組 を促す制度。
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〇ヤ ングケアラー
家事や家族 の世話 、介護等のために子 ども らしい生活 を送 ることができない子 どもの こ

と。

【ゆ】。ユニバーサルデザ イン

高齢者や障害のある人な どを含 めた全ての人がは じめか ら利 用 しやすい よ うに施設、物 、
サー ビスな どに配慮 を行 うとい う考 え方。

【よ】〇養護老人ホーム
環境上又 は経済的理 由によ り在宅での生活 が困難 な65歳以上の低所得の者 を対象 に、社

会復帰の促進及び 自立のために必要な指導及び訓練等の援助 を提供す る老人福祉施設。

〇要介護認定の適正化
適正 かつ公平 な要介護認 定の確保 を図 るため、変更認 定又 は更新認 定に係 る認 定調査の

内容 について市町職員等が訪 問又 は書面等 の審査 を通 じて点検 を行 うこと。

〇要支援 • 要介護認定者
要支援 もしくは要介護状態 の者又はそのおそれがある状態 にある者 で、市町の要支援又

は要介護 の認定 を受 けた者。

〇要配慮者
高齢者 、障害者 、乳幼児等、防災上特 に配慮 を要す る者。

【り］〇理学療法士 ( P T )
理学療法士及び作業療法士法 に規定 され る国家資格。 医師の指示の下に、身体 に障害の

ある者 に対 し、主 としてその基本的動作能力の回復 を図 るため、治療 体操やその他 の運動 、
電気刺激 、マ ッサージ等の理学的治療 を行 う専門医療従事者。

〇離職 した介護人材の届出システム
離職 した介護福祉士の資格取得者等が、氏名や連絡先等 の情報 を福祉人材セ ンター に届

け出 ることで、介護 に関す る最新情報 の提供や研修 によるスキル の維持 • 向上サポー ト、
復職希望時のマ ッチ ングな どの支援 を継続的に受 けることがで きる制度。

〇療養病床
主 に慢性期 の疾患のため長期 にわたって療養 の必要な患者 が入院す る病床 で、医療保 険

が適用 され る医療療養病床 と、介護保 険が適 用 され る介護療養病床がある。主 に急性期 の
疾患 を扱 う一般病床 と区分 され る。

【れ】〇 レスパイ トケア
高齢者 の介護 にあた る家族が休息 を とった りす るために、シ ョー トスティやディケアな

どのシステムを利用 し、一時的に介護 か ら離れて心身 の リフ レッシュを図ること。

【ろ】〇老人 クラブ
高齢者 がその知識や経験 を活 か し、生 きがい と健康づ く り等のための多様 な社会活動 を

通 じて 自らの生活 を豊かな もの とす ることを 目的 とした、高齢者 によ り自主的に運営 され
る団体。

〇 ロコモテ ィブシン ドローム (運動器症候群 )
加齢 に伴 う骨 、関節 、筋 肉等 の運動機能の低 下によ り、介護 が必要 になった り、寝たき

りになった りす る可能性 の高い状態。
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【わ】〇 ワーク ・ライフ • バランス
や りがいや充実感 を感 じなが ら働 き、仕事上の責任 を果 たす とともに、家庭や地域生活

な どで も、子育て期 、中高年期 とい った人生の各段階 に応 じた生 き方 をす ること。
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